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　損益の状況

コア業務純益は、預金・貸出金の増強および経費減少によって増益となりました。
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「コア業務純益」とは？

一般企業の『営業利益』に相当する指標であり、銀行の基礎的な収益力を示します。

＜コア業務純益・経常利益・当期純利益の推移＞

経常利益は、不良債権処理費用の減少等により過去最高益となりました。
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（単位：億円）

前年度比

預金等 46,088 47,109 49,002 ＋1,893

うち個人預金 30,243 30,768 31,465 ＋697

預り資産残高(注) 4,070 4,110 4,128 ＋18

預金等＋預り資産 50,158 51,219 53,131 ＋1,912

貸出金 34,221 34,878 35,590 ＋712

うち個人融資 8,871 8,895 8,957 ＋62

23/3末 24/3末22/3末

預金等・貸出金・預り資産残高の状況
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経済環境が厳しい中で、 「預金等・貸出金・預り資産」は引き続き増加しております。

預金等・貸出金残高は１５年連続で増加いたしました。

＜預金等・貸出金・預り資産残高の推移＞

（注）預り資産残高･･･国債、投資信託、保険の各残高の合計。22/3末より金融商品仲介による残高を含む。

預金・貸出金とも１５年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

預金・貸出金とも１５年連続増加は
全国の銀行で当行のみ

24/3
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当行以外の
地銀 6.6%

当行
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第二地銀
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都銀・信託
6.0%

信金
11.8%

預金等の状況

＜愛媛県内預金等残高　当行シェア（２４/３末）＞

（注）銀行・信用金庫でのシェア

５割超 のシェア５割超 のシェア

「預金等」残高は、４兆９，００２億円 （前年度比＋１，８９３億円） となりました。
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愛媛県内の
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近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では ９割超

近畿、東京・名古屋、海外を除く

瀬戸内圏域では ９割超

＜当行預金等残高 地域別構成比（２４/３末）＞
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貸出金の状況

＜当行貸出金残高 地域別構成比（２４/３末）＞ ＜愛媛県内貸出金残高 当行シェア（２４/３末）＞　

「貸出金」残高は、３兆５，５９０億円 （前年度比＋７１２億円） となりました。
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愛媛県内のお客さまが 約６割
瀬戸内圏域の構成比は 約８割

約４割 のシェア約４割 のシェア

（注）銀行・信用金庫でのシェア
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開示不良債権の状況

891 820 777 865 804

2.18%
2.39%

2.19%
2.35%

2.64%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向開示不良債権は、額・比率とも　減少傾向

＜開示不良債権額・比率推移＞

健全性の目安となる「開示不良債権比率」は、２．１８％ と
引き続き低い水準を維持しております。（地方銀行平均 ３．１４％）

経営改善へのご支援に努め、不良債権の削減を目指します。

（億円） 開示不良債権額 開示不良債権比率

「開示不良債権」とは？

金融再生法により、一定の基準に基づき、金額の公表が義務付けられている債権です。
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有価証券評価益 と 自己資本比率の状況

「有価証券評価益」は１，０４１億円と地銀トップクラス を維持しております。

「連結自己資本比率」も １３．０６％と高水準で、健全性は十分です。
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財務面の特徴（２３年度）

健全性・成長性・収益性ともに、十分な水準を維持しております。

今後も、各経営指標の向上を目指してまいります。　　

　　　　　＜地銀平均に対する偏差値＞
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２４年度の利益予想

　 　

　２４年度の「コア業務純益」は３７０億円（前年度比△３億円）、

　「当期純利益」は１６０億円（前年度比△２３億円）を見込んでおります。

●24年度（単体）業績予想 （単位：億円）

中間期実績 中間期予想 前年同期比 前年度比

コア業務粗利益 428 847 430 ＋ 2 840 -  7

うち資金利益 394 783 395 ＋ 1 775 -  8

うち役務等利益 26 50 27 ＋ 1 51 ＋ 1

経費 241 474 245 ＋ 4 470 -  4

コア業務純益 187 373 185 -  2 370 -  3

信用コスト 4 40 60 ＋ 56 90 ＋ 50

経常利益 178 340 105 -  73 265 -  75

当期(中間)純利益 107 183 65 -  42 160 -  23

経常収益 543 1,112 505 - 38 1 ,015 -  97

24年度年間予想　23年度年間実績


